
























4.わが国への提言

  日本における十代妊娠の問題は、西欧諸国や開発途上国に比較して深刻さに欠けるが、

近年のわが国の若年層に認められるクラミジア感染症をはじめとした性感染症の広がりを

鑑みると、楽観できないことは明らかである。私たちは、この機に及んでもなお、十代の

性行動が加速化している事実に目をつぶったり、対岸の火事のような認識でいると、将来

に大きな禍根を残すことになるだろう。それは、十代の妊娠やエイズを含めた STD などの

諸問題を、社会的、経済的、福祉的に解決することを迫られるからである。

  ここでは、とりわけわが国における十代妊娠の防止のための未来戦略として、以下のよ

うに提言したい。

(1)中学校低学年を対象とした避妊やエイズを含む性感染症感に関する情報を含んだ性教

育カリキュラムを作成し、全国的に広くその教育を義務づける。

(2)リプロダクティブ・ヘルス/ライツ(性と生殖に関する健康/権利)の視点から、安全で、

安価例えば保険適応となるような、人工妊娠中絶を行い得ること。

(3)近代的避妊法、中でも低用量経口避妊薬の早期認可を実現させること。

(4)ピア・カウンセリング(仲間教育)組織の充実や、親への性教育の実施と、性教育プロ

モーターの養成。

(5)問題行動児や不登校児を対象とした徹底的なアウトリーチ並びに集中的なケース・マ

ネージメントの実施。

(6)マスメディアの性に関する責任ある報道へのガイドラインの作成

(7)若者を対象としたクリニックの増設と、全国を網羅する電話相談システムの構築。

(8)若者でも容易に買ったり、借りたりできるポルノ雑誌やアダルト・ビデオの内容に対

する規制。

(9)そして、よりリスクの高い行為につながる危険性の高い喫煙、飲酒、薬物などの使用

を極力減少させることを目的としたプログラムの作成と実施。


